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はじめに
川北員紀子

私は以前、リクノレート という会社で大学生向けの求人広告を作っていた。たとえ同じ企業の広

告を作る場合でも、メッセージの作り方ひとつで、その反応は大きく異なっていた。おいしい話

を打ち出して、会社の入り口までたくさん連れてくることがよいのか、ひとりでもよいので定着

してくれそうな学生からの応募ハガキが戻ってくればよいのか、と最初に方針を決めてから誌面

をつくることにしていた。その後、一般的な広告の仕事にもかかわってきたが、学生たちほど、

メッセージの伝え方で反応が異なるとしづ経験をすることはなかったと感じる。

現在、大学で教員をしているが、学生たちがネット上のプログや 「ウィキペディアJだけを頼

りにレポー トを書いてくるのを自にする。それがどの程度信頼できるのかなど、全く気にしてい

ない様子である。

このような個人的な問題意識から、本研究は始まっている。

私が主領域としている消費者行動研究分野において'情報探索についての研究は数多くなされて

いるが、そこでは主に購買という文脈における情報探索が注目されてきているにすぎない。企業

広報の立場から見ると、購買という文脈だけでは情報探索を語りきれないことが痛感される。企

業がリレーションをとりたい対象は、顧客だけでなく、投資家や取引先、地域社会、社員や家族、

採用対象者といった幅広いステークホノレダーで、ある。つまり 、企業広報の立場からは、購買者以

外の情報探索活動までも視野に入れた研究をしてし、く必要があるだろう。

また、ネッ ト社会においては、ネッ ト上の情報源が受け手にし、かに利用されているか、そして

いかに発信されているのか、に注目が集まってきている。特に受け手が送り手ともなりうる集合

知に関しての研究も盛んにおこなわれている。ネット上の情報は、受け手から能動的に探索され

るものが多い。そのため、低関与学習といわれるテレビ媒体とは対照的に、高関与1な状態で探索

されると考えて良いだろう。ネッ ト上の集合知が高関与状態において利用される傾向にあるので

あれば、企業情報に高い関与を示す就職活動時の情報探索を研究対象として取り上げることは、

非常に意味があることだろう。

今回、大学生が就職活動時にどのような情報探索活動を行っているかを知るために、探索的に

インタビューを行った。それにより、多様なι情報源の利用のされ方と同時に、ネット上の集合知

がし、かに利用されるのかを調査した 今回は高関与な探索を対象としたため、今回の取材に応じ

てくれた学生たちは就職活動を「就活(シューカツ)Jと呼び、学生生活の後半を費やし人生を切

り開くイベン トとして積極的に活動Jを行っていた。その反面、就職課から紹介された企業 1社に

1 関与とは対象に対しての心配や関心の程度を指す 。
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面接に行き、何の周辺情報探索もほとんどせず、疑問もなく内定をもらってくる学生を目にする

ことがあることを一言添えておきたい。

第1章では、 2007年 2月に私が行ったオピニオンショ ーケースでの発表の骨子を示し、集合知

情報源の信頼性と有用性についてのフレームを提示する。この考えを元に、共同研究者である藤

代氏とともに、就活の情報源探索の探索的インタビューを実施した。第 2章では、その学生たち

への探索的なインタビュー内容を要約する。その後、 2人の研究者によるこれらの探索的インタ

ビューについての考察を提示する。第 3章では、消費者行動研究の立場から、私が第 1章のフレ

ームを踏まえながら、集合知情報の学生による利用のされ方を考察し、企業広報へのインプリケ

ーションを提示する。第4章では、メディア研究者でもありながらブロガーである藤代氏が、 SNS

やブロクマの持つ力の意味を示し、企業広報へのインプリケーションを提示する。

本研究が多方面の企業広報活動へのヒントとなれば幸いである。

最後に、本研究は、 日本広報学会の 2007年度テーマ研究の助成をいただし、た。ここでお礼を申

し上げたい。また、広報学会の発表時に助言をいただいた方々、就活の様子を克明に語ってくれ

た学生たち、お力をいただいた方々に感謝したい
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